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  新井俊一師 
 

”Manuski Center” とか”Nagaloka”という場所がありま

す。これらはどちらも貧しいダリット（以前｢不可触民｣と

呼ばれていた人たち）の子供たちに教育を施し、力をつけ

させようという意図の元に設立された施設です。アンベー

ドカルの遺志に基づいて、これらの施設を創設した人々は、教育こそがダリットの子供たちに自主

独立の心を持たせるための鍵だと信じています。それで、これらの施設では、英語力の強化はもち

ろん、政府の仕事につくための試験や、さまざまな免許獲得のための試験に合格するための教育が

施されています。もちろん仏教とアンベードカルの思想も教えられます。また仏教の理念で運営さ

れる学校や、生徒のための寮もあります。これらの施設

に集まる生徒たちは大半はマハラシュトラ洲から来てい

ますが、インド全体からも集まっています。 

 

私はダリットの子供たち、特に女子、に対する教育への

熱意に感動を受けました。インド全体的に、女性は男性

の所有物のように考えられ、男子の出生はお祝いされる

けれども、女子の誕生は悪い出来事のように扱われる場

合が多いのです。特に貧しい人々にこの傾向が強いです。

と言うことは、ダリットの女性は、上位カーストからも、

同じダリットの男性からも、さらに同じダリットの年上

の女性からも疎まれ、人権を無視された扱いを受けます。

貧しいダリットの女性はほとんど教育も与えられなくて、

家事や農業労働や、上位カーストの排泄物の除去など、

に駆り立てられました。12 歳頃になると強引に他家に嫁

にやられることが多く、嫁入り先でも奴隷のように扱わ

れて、持参金が少ないときは頻繁に暴力を振るわれ、殺

されることもありました。警察官は大体上位カーストの

出身ですから、彼女たちが助けを求めても聞いてくれま

せん。 

 

アンベードカル(1891-1956)は、カースト制度がヒンド

  201４年度教化標語 

歓喜光に帰命せよ 
 

５月の予定 

 

3 日（土） 10 時ー4 時 日本語セミナー 

  羽田信生師 毎田仏教センター所長 

4 日 10 時 家族法要・子供法要 

 10 時 45 分 日本語法要 

       羽田信生師 

5 日 10 時ー2時 日本語セミナー 

       羽田信生師 

11 日 10 時 家族法要 

  10 時 45 分 日本語プログラム 

18 日 10 時降誕会法要・音楽法要 

  10 時 45 分 日本語プログラム 

25 日 スカラシップ授賞式法要 

   スカラシップ受賞エッセイ 

  10 時 45 分 日本語プログラム 

26 日 メモリアルデイ事務所休み 

   メモリアルデイ法要レークビュー墓地 

 

1 日 1 時半 日系マナー法要 

27 日 10 時半 敬老ホーム法要 

http://www.blogger.com/profile/12149415505385472223


ゥー教と密接に繋がっていることを考えて、自由・平等・博愛を説く仏教に改宗をすることを決心

し、また同じダリットたちにも改宗を勧めました。1956 年 10 月 14 日、マハラシュトラ洲ナグプー

ルで彼自身の仏教改宗と、40 万人ほどのダリットの改宗がありました。それ以後ダリットたちの改

宗は続き、1981 年の国勢調査では仏教徒の数は 47,200,000（人口の 0.7%）、1991 年には 63,870,000

（人口の 0.79%）、2001 年には 79,550,000（人口の 0.8%）に達しました。インドの仏教徒の半数以

上はマハラシュトラ洲に住んでいます。今でもインドの仏教徒はアンベードカルの教えに忠実で、

マハラシュトラ洲では仏教徒同志の挨拶は「ジャイ・ビーム」（ビ－ムラオ・アンベードカルに栄

光あれ）です。 

   新井先生は今年 2月始めよりインドに旅されその時のご体験を綴られております。 
   先生の略歴：相愛大学名誉教授、文学博士(ハワイ大学）、浄土真宗本願寺派教師。 
 

会長の挨拶             森久保ゆきお   

 
シアトルは進歩的で、不規則で、スマート、頑健な人達

として知られています。この町の歴史には、レイ・チャ

ールズ、マックルモア、ビル・ボーイング、ビル・ゲー

ト、ノードストローム、アマゾン、自転車に乗る警官が

あります、それで、これはシアトル別院の輪番、カスト

ロ先生に似合ってます。先生がおられて私たちはなんと

幸運でしょう。 

  

先生はまたＢＣＡの先生方の中でも特別です。その全てをここに書き出せませんが並外れています。晴

れ渡るカリフォルニアのカソリック教家庭に育ち、この曇った西北部で仏法を共にする人生を送られ、

その独自の考えと多様性を視野にもたれシアトルに適合しています。 

シアトルでの任務中、先生は地域の仏教徒と付近の大学、他教の聖職者などとパートナーになることに

成功し、ミニスター、ミニスター・アシスタントを育成し、独自の経験などから浄土真宗を未開の人に

紹介する機会を作りました。 

  

先生は表面に見えない文化の流れを巧みに乗り越える事を学びました。誠なる真心と習慣への思いやり

を持って、終生の日系人、日本人の仏教徒の病と死を見守り、悲観の家族を慰めてこられました。私は

先生が新入門の仏教徒の結婚式を執り行うのを見ました。浄土真宗の形式に慣れていない家族に、慣れ

ない場所に気をとられることなく、結婚する二人を祝うことにフォーカス出来る様にされました。また

私は先生がＢＣＡの開教使に対しとても親切にされるのも見ています。何時の時も相手が完全に快適で

あるようにマネージされます。浄土真宗開教使としてすばやい理解力と謙遜、信用性をもって。 

  

カストロ輪番はシアトルで私たちによく合ってます。皆のアメリカのふるさとです。私たちはシアトル

と米国での浄土真宗の将来を思案していますが、カストロ先生が居られてシアトル別院を形作ってくだ

さる、ちょっと時間をとって私たちがいかにラッキーであるか見直して下さい。 先生、サンキュー。 

 

羽田信生師・博士 シアトル別院・セミナーのご案内、 

         毎田仏教センター（米国カリフォルニア州バークレー市）所長 

 

5 月 2 日（金）7時  英語セミナー 

5 月 3 日（土）10 時―4 時 日本語セミナー、ポットラック夕食 

5 月 5 日（月）10 時―2 時 日本語セミナー 

                         申し込みは中野順子、新保えつまで 
 



会員部より 

別院維持会会員の年度会費は 70 才以上は$250（＄500 ご夫妻）、70才以下は$300(＄600 ご夫妻)です。

これは別院の維持に対しての最低額になります。分割でも払えます、事務所までお申し出下さい。今年

分の会費をお支払いになった方のお名前が英語文にあります。 

 

婦人会便り                  

   

会長の挨拶                馬場ジャネット          
                              

新入会員: 本年は９名の方々（ 広田寺田はる、ハ・ジエイミー、草

地幸子、森重リサ、柴田デビー、テイラー エリン、寺田パーク真由

美、寺田イベット、豊島真知子）が私たち SBBWA の会員に加わって下

さいました。４月２７日、入会式と歓迎昼食会が催 されました。これ

からは、他のメンバーと共に仏教会はもちろんこの地域での奉仕活動

などに励んでまいりましょう。そして私たちは新しい会員の皆さんと共に、浄土真宗の教えを享受し活

動を奨励し養成していきたいとおもいます。 

 

交換留学生: 西北部仏教会の若人交換留学推進プログラム委員会では、二人の女子学生（年齢１８才〜

２４才）を募集しています。期間は１４日〜15 日間で日本のホストファミリイ の家庭に滞在すること

になっています。留学中には京都西本願寺を訪問し、大谷新門様夫人にお会いすることになっています。 

このプログラムの概要（申込書、ホストファミリイ等）については、教会の事務所に詳しい説明書が間

もなく配布されることになっています。関心のあるかた、心当たりのある方は、鹿島かな子さんか、大

川ジエーニーさんにご連絡ください。仏教会の電話番号は２０６−３２９−０８００です。 

 

朝食を昼食に: この婦人会ファンドレイズのチケットはいま販売しています。日時は５月１８日 降誕

会サービス、ダーマエクスチエンジ（日本語サービス）の後です。卵、ソーセージ、ワッフル、パンケ

ーキ、みそ汁、漬け物が サービスされます。料金は１０ドル（こどもは 5歳以下 5ドル）です。我々の

「朝食を昼食に」ファンドレイザーヘ 教会メンバー皆様のお越しを御待ちしています。 

 

世界仏教婦人会大会: カナダ、 カルガリーで開催される世界仏教婦人会大会は、予備調査等を終え参

加登録が始まりました。大会は２０１５年５月３０〜３１日に 開催されます。会費などの支払い は２

０１４年１１月１５日までとなっています。西カナダ、東カナダへのツアーも用意してあります。詳し

いことは、和田真知子さん、加藤ジョイスさん、または教会オフィスの中野ジョーンさんに御尋ねくだ

さい。 

 

御磨き: ３月３１日 教会メンバー有志の皆さんでお内陣の御磨きを行いました。お内陣に掲げてある

菊輪灯の御磨きは慎重に取り扱いに気をつけて磨いていかねばなりません。真鍮で造られたランプは、

いくつものピースを取り外し布で磨ききれいな水ですすぎ完全に乾かして、それをまた元通り（順序通

り）に組み立てていくのです。丁寧な取り扱いと正確さが必要な作業なのです。でも御磨きを終えたあ

とのお内陣の輝きは前と比べようもないほどです。御磨きグループの皆さん、本当に有り難うございま

した。また光り輝くお内陣を拝謁できます。    合掌   

 

補聴器システム導入の報告と御礼         高島清子、加藤ジョイス、グローブ扶美子  

婦人会が補調器具を貸し出し始めて一年が経ちました。 

このシステムは、今は亡き 堀 隆、リリイご夫妻の寛大 なご寄付により導入することが出来ました。

改めてお礼申し上げます。 



今は一定した利用者がありこれからもより多くの人が利用されるよう願っています。驚くほど明瞭に聴

くことができ、サービスへの出席を楽しく享受出来るようになると思います。耳をカバーするヘッドホ

ーンを使うことなく 、首にかけたテレコイルから音声がスピーカーを通して 聞くことが出来ます。  

婦人会の当番委員の方が、サービスの時に貸し出し等の管理をしてくださっています。これからもよろ

しく御願いします。又 清水ダーリーンさんが、高価なレシーバーを保護する為のカバー（首にかけら

れるような）を作って下さいました。本当に有り難うございました。 

私たちはこれからも皆さんにこの補聴器を試着して頂くことを望んでいます。このシステムは 本堂は

もちろんジムまで補聴能力 があります。婦人会では、その他にもメモリアルサービスやセミナーに活用

していきたいと思っています。 

 

５月  行事予定

 ４日   SBBWA 理事会 

１４日   造花ピン クラス 

１８日   降誕会サービス 

１８日  「朝食を昼食に」ファンドレイザー 

２５日   SBBWA   役員会 

２８日   お好み焼きクラス         

 

                           通信書記 （日） 寺田鈴子 提出 

 

 
ＳＢＢＷＡ ファンド・レイズ「朝食を昼食に」 

 ＢＷＡでは 5 月 19 日のファンド・レイズの「朝食を昼食に」を準備中です。  

  ダイニング・ルームにてＤＸのあと。＄10.00．     

 ティケットは 4 月中旬より売り出されます。ソーセージ、卵、ご飯、味噌汁、 

 漬物、ワッフル等。ぜひご家族、ご友人と共にご支援ください。                                  

 

「ウォーク フォ ライス」 

今年もＡＣＲＳのウォークがあります。6月 28 日 2.5マイル歩きます。ＢＷＡメンバーと一般会員で歩

きましょう。レジスターはＡＣＲＳウェブサイトで出来ます。出来ない人は事務所までお尋ねください。

寄付も受け付けています。グループの名前はＳＢＢＷＡです。八幡しずえがリーダーです。 

                         

 

左は先月ハワイのヒロ別院より ジェフリー曽我大円輪番

がシアトルをご家族と訪問してくださいました。 

日本語のご法話も大変すばらしくメンバー一同大変うれし

い日でした。 

 

セーブ・ダ・デー 

お盆 7 月 19 日、20 日 

女性のセミナー 9月 20 日 

西北部仏教徒大会 2月 13-15 日ベルビューウェスティン 

ホテルにて シアトル主催 

 

紙面の都合で写真は英語面にあります。ジャネット馬場や

サット市川の撮ってくださった写真です。いつもありがと

うございます。 

 

 

 



別院先亡者追悼法要について 

別院先亡者追悼法要は 6月 1日です。法要中に亡くなられた方々のお写真が本堂のスクリーンに写しだ

されます。これは去年はじまりました。今年の法要中に亡くなられた方のお写真を写すご希望のあるご

家族の方々にお写真をお送り頂きます様ご案内いたします。メールで送られる方は

allsanghamemorial@seattlebetsuin.com までお送りください。写真サイズは１

００ＫＢまでにしてください。お名前、電話番号とメッセージを添えてくだ

さい。去年の法要にお写真が出ました方はもう申し込みは必要ありません。

ですが今年は取りやめたいとか新しい写真に変えたいときは新しくメールし

てください。 

もしデジタル写真がない場合は別院事務所まで写真をお持ち下さい。事務所

員がスキャンします。お写真がない場合は亡くなられた方のお名前だけでも

結構です。締め切りは 5月 26 日です。その後に申し込まれた場合はリスト

に入れる時間がないかもしれません 

                                   

サーモン・ディナー報告     

先月の第 2回目のサーモン・ディナーの最終結果はまだ出ていませんがとても成功でした。去年は 1万

9千ドルの利益がありましたが今年は材料の値上がりがかなり響いてそれほどの結果にはならないよう

です。当日の最初にティケットを持たずにこられた方々にサーブ出来なかったのですが最終的にはあま

ったので花祭り法要後のランチにその材料をつかいました。メールしたティケットがいくら売れたか計

算できませんでした。 

 

経済的な成功のほかの大きな部分は去年より改め、すべてのオペレーションがスムーズに行ったことで

す。ボランティアとコミティーの計画のお陰でテーク・アウト、ドライブ・スルー、レストラントとす

べて待ち時間が少なくすみました。またサーモンとポークの味がとてもよかったとのご意見を多く聞き

ました。 

 

皆様のご奉仕に感謝します。コミティーも長い間会議を重ねました。フードの準備とクック、エントリ

ー、サイド、味噌汁、パイ、ケーキなどとおはぎ、饅頭。サーバー、ランナー、皿洗い、バスボーイ、

ウェイター、ラッフル、キャッシャー、お茶係り、その他の方々。 

 

音楽譜     

花祭り法要ではリンダ・カストロの作詞・作曲の「フラワー・グロー」が歌われ彼女への追悼となりま

した。法要の前の灌仏時にはクワイアーの音楽を皆が楽しみました。またペギー種村からリンダへのメ

モリーとして寄付を受けました。 

シアトル・クワイアーは 1986 年にリンダが創立しそれ以来、彼女は献身的に活動され私たちの気に入り

の仏教讃歌を数曲作詞・作曲されました。テリー谷野は今でも夜のクワイアーの練習にリンダを迎えに

行き小さかったクインシーとテディーをも連れてきたのを思い出すそうです。またいつの年かバスをチ

ャターしバンクーバーに歌うために行ったそうです。法輪の英語面にリンダへの追悼記事が近い将来に

載る予定です。 

5 月 18 日は降誕会法要です。春の音楽法要を予定しています。新しく音楽の法要ブックを用意するプロ

ジェクトがケミ中林を中心に始まっています。タコマからの曲とリンダの曲を一まとめにする予定です。 

 

 


